
地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　離島航路は、本土と離島、離島と離島を結ぶ唯一の交通手段であり、離島で暮らす住民にとっては、通勤、通学、通
院をはじめ郵便や信書便、生活必需品などを輸送する生活手段として、本土における国道や主要地方道と同様、島民
の生活や産業を支えるために不可欠なものである。
　多くの離島を抱える本県においては、唯一の交通手段である離島航路の維持、確保は重要な課題であり、公共交通
を担う行政の責務として、市町や離島航路事業者とも協力を行い、離島航路の存続に努めている。
　しかしながら、離島航路事業者においては、過疎化や高齢化の進行により利用者が減少傾向にあるなか、生活航路
であることから、船舶の修繕や燃料価格の高騰などの運航コストを運賃に転嫁することが難しく、抜本的な経営改善を
行うことは困難な状況にあり、その維持には公的支援が必要である。
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